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沖縄で活躍する医師たちを通して

沖縄の医療と臨床研修の魅力を紹介するマガジン『ムルウチナー』。

『ムル』は全部、『ウチナー』は沖縄を意味します。

今号は、新体制となった琉球大学病院と沖縄県地域医療支援センターの

リーダーたちにフォーカスした「継承と進化」の物語。 

なぜ、沖縄で学ぶ医師は強いのか。なぜ、この地で医師を育てるのか。

物理的な拠点の刷新だけではない、その奥にある「人を育てる土壌」の進化。

先人たちが築いた礎の上で、未来の医療人へとバトンをつなぐ

“沖縄”の熱い想いをお届けします。

オール沖縄で
医師のキャリアを考えるマガジン

島医者に必要なのは“完璧さ”ではなく医師としての“当たり前の姿勢”
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継承される、医
こ こ ろ

のバトン
原点回帰と未来への挑戦。新たなフィールドで
若き情熱を導く、医師たちの覚悟
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共に新しい医療を築き、共に沖縄の未来を創る。
琉球大学病院は新たなステージへ――

沖縄初、高度救命救急センターの開設と、「地域枠」からの教授輩出を目指して

地域枠は、選ばれし“特待生”
琉球大学の優れた卒前教育で
沖縄の医療を担う主役となる医師に

やりがいもキャリアも多彩な救急 若い組織を大きくする醍醐味もある

沖縄を愛する「地域枠」医師として沖縄の救急医療の発展を担う

一人ひとりの理想のキャリアを叶え、沖縄県の医療の未来を守る

島医者に必要なのは“完璧さ”ではなく医師としての“当たり前の姿勢”

琉球大学病院 病院長  鈴木 幹男 先生

琉球大学医学部 医学教育企画室 特命教授  金城 紀与史 先生
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救命救急センター センター長 ／ 琉球大学大学院医学研究科 救急医学講座 教授  梅村 武寛 先生 

琉球大学病院 救命救急センター 特命助教・外来医長  松平 綾 先生
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2
0
2
5
年
1
月
、
琉
球
大
学

病
院
は
中
頭
郡
西
原
町
か
ら
宜
野

湾
市
西
普
天
間
に
新
築
移
転
し
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
進
ん
だ
。

新
病
院
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
琉

球
大
学
病
院
は
、ひ
ら
け
た
空
を
背

景
に
地
上
14
階
建
て
の
真
新
し
い

白
亜
の
意
匠
が
映
え
、
沖
縄
の
新

た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
県
民

か
ら
注
目
さ
れ
、期
待
さ
れ
て
い
る
。

高
台
に
建
つ
新
病
院
か
ら
眺
め
る

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
東
シ
ナ

海
と
、広
大
な
碧
い
空
と
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
は
美
し
く
、
宜
野
湾
か

ら
吹
く
優
し
い
海
風
も
心
地
良
い
。

新
病
院
が
目
指
す
の
は
、【
医
療
水
準

の
向
上
】【
人
材
育
成
】【
先
端
研
究
・
産

業
振
興
】【
国
際
化
】を
4
つ
の
柱
と
し

て
沖
縄
の
未
来
の
医
療
を
築
き
、
沖
縄

か
ら
全
国
、
そ
し
て
世
界
へ
と
発
信
し

て
い
く
こ
と
だ
。

新
病
院
を
牽
引
す
る
、2
0
2
5
年
4
月

に
病
院
長
に
就
任
し
た
耳
鼻
咽
喉
・
頭

頸
部
外
科
の
教
授
で
あ
る
、
鈴
木
幹
男

先
生
は
新
病
院
の
機
能
に
つ
い
て
こ
う

語
る
。

「
当
院
は
県
唯
一
の
大
学
病
院

で
あ
り
、島
し
ょ
県
と
い
う
沖

縄
特
有
の
自
己
完
結
型
医
療
に

お
け
る“
最
後
の
砦
”。
旧
病
院

に
は
な
か
っ
た
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が

新
設
さ
れ
、診
療
面
で
は
検
査

か
ら
治
療
ま
で
1
室
で
対
応
可

能
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
E
R
を

導
入
し
た
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

や
、H
C
U
、I
C
U
、G
C
U
、

N
I
C
U
な
ど
重
症
系
医
療

を
強
化
し
ま
し
た
。
病
床
数
も

6
0
0
床
か
ら
20
床
増
床
し
、

増
床
分
は
救
急
に
あ
て
、
こ
れ
ら
を
支

え
る
中
央
診
療
部
門
の
体
制
も
整
備
。

手
術
室
も
拡
充
し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手

術
室
や
最
新
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
、

術
中
M
R
I
と
い
っ
た
高
機
能
手
術
室

を
完
備
す
る
な
ど
、沖
縄
県
初
の“
高
度
”

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
化
に
向
け
た
準
備

を
整
え
ま
し
た
」

新
病
院
か
ら
見
え
る
風
景
に
は
、
鈴

木
先
生
が
憧
れ
て
い
た
沖
縄
の
美
し
い

景
色
が
広
が
っ
て
い
る
。“
海
な
し
県
”

で
あ
る
滋
賀
県
で
育
っ
た
鈴
木
先
生
に

と
っ
て
、沖
縄
県
は
憧
れ
の
地
だ
っ
た
。

1
9
7
5
年
開
催
の
沖
縄
国
際
海
洋
博

覧
会
で
沖
縄
に
興
味
を
持
ち
、
沖
縄
の

碧
い
海
と
空
、そ
し
て
赤
い
ハ
イ
ビ
ス

カ
ス
が
風
に
揺
れ
る
航
空
会
社
の
C
M

を
目
に
す
る
度
に
、「
い
つ
か
は
沖
縄
に
」

と
憧
憬
の
念
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。
滋

賀
医
科
大
学
の
耳
鼻
咽
喉
科
で
長
く
活

躍
し
て
き
た
鈴
木
先
生
は
、
琉
球
大
学

の
教
授
公
募
を
目
に
し
て
迷
う
こ
と
な

く
応
募
。
2
0
0
6
年
に
琉
球
大
学
耳

鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科
の
教
授
と
な
り
、

以
来
、
沖
縄
県
の
臨
床
・
研
究
・
教
育
に

尽
力
。
耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科
で
は
、

め
ま
い
・
難
聴
な
ど
の
神
経
耳
科
疾
患

沖縄県の“最後の砦”として
救急・重症系医療を強化

2025年1月に新築移転し、新たなステージを歩み始めた琉球大学病院。

耳鼻咽喉・頭頸部外科の教授であり、2025年4月から病院長として

新病院の舵取り役も担う鈴木幹男先生に、新病院のコンセプト、目指す医療、

そして沖縄の地で医師としてのキャリアを築く意義を聞いた。

共に新しい医療を築き、
共に沖縄の未来を創る。
琉球大学病院は新たなステージへ――

Muru Uchina
Muru Uchina

Top  In t e rvi ew

鈴木 幹男  先生  Mikio Suzuki琉球大学病院 病院長
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鈴木 幹男  先生
Mikio Suzuki

琉球大学病院 病院長
沖縄県地域医療支援センター センター長
琉球大学大学院医学研究科
耳鼻咽喉・頭頸部外科学講座 教授

か
ら
悪
性
腫
瘍
ま
で
広
い
守
備
範
囲
を

カ
バ
ー
し
、
人
工
内
耳
手
術
を
可
能
と

す
る
県
内
唯
一
の
医
療
機
関
と
し
て
県

民
の
期
待
に
応
え
て
い
る
。

●鈴
木
先
生
が
院
長
と

し
て
最
優
先
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
が「
医
療

人
材
の
育
成
」
だ
。
県

唯
一
の
医
育
機
関
と
し

て
も
重
要
な
使
命
で
あ

り
、
優
れ
た
人
材
の
育

成
と
充
足
は「
医
療
の

質
・
安
全
の
向
上
」に
不

可
欠
だ
。

沖
縄
県
の
医
療
課
題

は
、
離
島
や
北
部
地
区

に
お
け
る
医
療
人
の
慢
性
的
な
人
材
不

足
や
医
師
の
診
療
科
偏
在
で
あ
る
。
そ

の
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
、
医
師
不
足

地
域
の
医
療
を
担
う
こ
と
を
目
的
に
設

立
さ
れ
た
琉
球
大
学
医
学
部
の
地
域
枠

は
、2
0
1
9
年
度
か
ら
第
一
期
生
が

勤
務
を
開
始
し
て
い
る
。

「
離
島
な
ど
地
域
医
療
を
守
る
こ
と
は

沖
縄
県
の
医
療
を
守
る
こ
と
。
地
域
で

活
躍
で
き
る
人
材
育
成
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
医
療
に
従
事
義
務
の
あ
る
地
域
枠

医
師
の
不
安
を
取
り
除
き
、サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
も
非
常
に
大
切
で
す
」

医
師
一
人
体
制
の
離
島
診
療
所
な
ど

で
は
、い
つ
で
も
指
導
医
や
上
級
医
に

相
談
で
き
る
な
ど“
安
心
”し
て
従
事

優れた医療人の育成と
“安心”の確保にも注力

03

P r o f i l eP r o f i l e

滋賀県出身。専門分野は耳鼻咽喉・頭頸部
外科。1986年に滋賀医科大学医学部卒業
後、同附属病院の耳鼻咽喉科に進む。1995
年、米国テネシー州立大学医学部免疫アレ
ルギー科、1999年、滋賀医科大学医学部耳
鼻咽喉科講師、2005年、福岡記念病院耳鼻
咽喉科部長を経て2006年に琉球大学医学
部 高次機能医科学講座耳鼻咽喉・頭頸部外
科学分野（現・琉球大学大学院医学研究科 
耳鼻咽喉・頭頸部外科学講座）教授。2015
年、琉球大学病院副院長、2025年、琉球大
学病院病院長に就任。

モットー　
千里の道も足下から

好きな郷土料理
なーべーらーの味噌煮

沖縄の魅力

碧い海と空があり、暖かい
時期が長いこと。人のつな
がりを大切にしている方が
多く、患者さんとの距離が
近い。

オススメのスポット

今帰仁村（美ら海水族館周囲）

OFFの過ごし方

ゴルフ、ドライブ、映画館
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医
療
人
の
養
成
と
活
躍
は
沖
縄
の
医
療

の
発
展
に
重
要
で
す
。
琉
球
大
学
病
院

で
は
ハ
ワ
イ
大
学
や
ア
ジ
ア
圏
の
大
学

と
の
連
携
な
ど“
国
際
化
”に
よ
る
視
野

の
広
い
医
療
人
の
養
成
も
目
指
し
て
い

ま
す
。
直
ぐ
近
く
に
は
在
沖
縄
米
国
海

軍
病
院
も
あ
り
、
米
国
医
療
を
学
べ
る

こ
と
も
特
徴
で
す
」

沖
縄
の
未
来
の
医
療
を
切
り

拓
く
た
め
に
は
、研
究
の
充
実
も

欠
か
せ
な
い
。
医
師
教
育
に
は

研
究
機
能
も
重
要
な
要
素
で
あ

り
、琉
球
大
学
病
院
に
隣
接
す
る

「
先
端
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、臨
床
研
究
の
体
制
整
備
や
再

生
医
療
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

「
医
療
の
世
界
は
日
進
月
歩
で

あ
り
、常
に
自
ら
の
診
療
を
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
す
る
た
め
に
は
リ
サ
ー

チ
マ
イ
ン
ド
の
涵
養
も
重
要
。
患
者
さ

ん
に
最
良
の
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に

は
、常
に
新
し
い
情
報
に
接
し
、取
捨
選

択
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
能
力

を
養
う
た
め
に
は
研
究
の
素
養
も
不
可

欠
で
す
」

大
学
病
院
に
は
、高
度
医
療
の
提
供
、

新
し
い
医
療
技
術
へ
の
挑
戦
、
将
来
を

付
き
添
い
実
習
や
救
急
車
添
乗
な
ど
を

実
施
す
る
ほ
か
、
地
域
医
療
の
実
際
を

知
る
た
め
に
離
島
実
習
も
行
い
、
4
年

次
秋
か
ら
始
ま
る
臨
床
実
習
で
は
地
域

医
療
を
担
う
病
院
も
選
択
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」

●

鈴
木
先
生
は
、優
れ
た
医
師
を

育
て
る
た
め
に
は“
み
る
・
知
る
・

実
行
す
る
”の
3
つ
が
不
可
欠
だ

と
語
る
。“
み
る
”は
人
を
診
る
、

多
く
の
手
技
や
手
術
を
経
験
す

る（
見
る
）こ
と
。“
知
る
”は
、臨

床
疑
問
を
突
き
詰
め
自
分
で
学

習
す
る
こ
と
。“
実
行
す
る
”は

実
際
に
手
技
・
手
術
や
研
究
・
発

表
を
行
う
こ
と
を
指
す
。

「
常
に
こ
の
3
つ
を
バ
ラ
ン
ス

良
く
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
、

で
き
る
こ
と
が
着
実
に
増
え
、そ

れ
が
医
師
と
し
て
の
自
信
と
な
り
、よ

り
高
み
を
目
指
す
好
循
環
も
生
ま
れ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
思
慮
深
い
優
れ
た
医
師

へ
と
成
長
で
き
る
は
ず
」

鈴
木
先
生
が
教
授
を
務
め
る
耳
鼻
咽

喉
・
頭
頸
部
外
科
で
は
、県
外
で
研
鑽
を

積
む
こ
と
も
奨
励
し
て
い
る
。

「
外
と
交
わ
る
こ
と
で
さ
ら
な
る
成
長

が
で
き
る
。
全
国
で
仲
間
を
つ
く
り
、

多
様
な
考
え
方
を
吸
収
し
、そ
れ
を
沖

縄
に
還
元
す
る
こ
と
で
、沖
縄
の
医
療

が
さ
ら
に
進
化
す
る
。
県
外
や
国
外
の

医
療
も
学
ぶ
な
ど
広
い
視
野
を
も
つ

で
き
る
体
制
づ
く
り
も
重
要
で
あ
り
、

琉
球
大
学
病
院
で
は
I
C
T
を
活
用
し

た
遠
隔
診
療
や
地
域
医
療
連
携
も
推
し

進
め
て
い
る
。

沖
縄
で
育
つ
医
師
の
卵
た
ち
に
、
い

か
に
し
て“
地
域
医
療
に
興
味
を
持
つ
”

た
め
の
教
育
が
で
き
る
か
ど
う
か
も
、

沖
縄
の
医
療
を
守
る
た
め
の
一
つ
の
大

き
な
鍵
と
な
る
。

「
早
期
か
ら
地
域
医
療
を
体
験
し
、
離

島
な
ど
で
活
躍
す
る
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を

目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
で
地
域
医
療

へ
の
関
心
を
高
め
、将
来
の
キ
ャ
リ
ア

も
リ
ア
ル
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
医

学
生
に
はE

arly E
xposure

（
早
期

体
験
学
習
）と
し
て
低
学
年
か
ら
外
来

担
う
優
れ
た
医
師
の
育
成
と
い
っ
た
重

要
な
使
命
が
あ
る
が
、こ
れ
ら
を
単
独

で
実
現
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
り
、
琉

球
大
学
病
院
で
は
県
内
の
各
医
療
機
関

や
医
師
会
と
の
人
的
交
流
も
含
め
た
連

携
に
も
注
力
。
診
療
の
み
な
ら
ず
医
学

生
・
医
師
教
育
に
も
積
極
的
に
関
わ
り
、

沖
縄
県
全
体
で
優
れ
た
医
師
を
育
て
る

こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
琉
球
大
学
の
医
学
科
学
生
の
受
け
入

れ
開
始
は
1
9
8
1
年
。
現
在
、
県
立

病
院
の
半
数
の
医
師
は
琉
球
大
学
出
身

者
で
あ
り
、
全
国
の
医
師
会
の
中
で
最

も
年
齢
の
若
い
会
長
と
し
て
も
注
目
さ

れ
て
い
る
沖
縄
県
医
師
会
会
長
の
田
名

毅
先
生
も
琉
球
大
学
出
身
。
沖
縄
県
は

医
師
会
活
動
も
活
発
で
、
県
全
体
で
医

師
を
育
て
よ
う
と
い
う
気
風
に
あ
ふ
れ

て
い
る
。
医
師
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
き
や
す
い
環
境

は
、診
療
サ
ポ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、目
指

す
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
見
つ
け
や
す
く
、

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
も
大
き
く

寄
与
し
て
い
ま
す
」●

琉
球
大
学
病
院
は
、「
医
師
の
働
き
方

改
革
」
施
行
前
か
ら
働
き
方
改
革
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や

〒901-2725
沖縄県宜野湾市字喜友名1076番地
TEL:098-894-1301
https://www.hosp.u-ryukyu.ac.jp

沖縄県全体で医師を育て
キャリアをサポートする

琉 球 大 学 病 院

Hospital
Data
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会
議
は
勤
務
時
間
内
に
行
い
、
変
形
労

働
制
や
チ
ー
ム
医
療
へ
の
移
行
を
進
め
、

新
病
院
と
な
り
出
退
勤
管
理
も
ビ
ー
コ

ン
に
よ
る
勤
怠
打
刻
を
導
入
す
る
な
ど

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
。
ハ
ー
ド
面
の
充

実
や
、フ
ロ
ア
面
積
の
拡
大
、導
線
も
整

備
さ
れ
た
こ
と
で
仕
事
の
効
率
化
と
安

全
性
も
向
上
。
院
内
随
所
に
沖
縄
出
身

作
家
の
ア
ー
ト
が
描
か
れ
る
な
ど
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
面
も
充
実
し
た
。
病
後
児

保
育
所
も
完
備
し
て
お
り
、
子
育
て
中

の
医
師
も
働
き
や
す
く
、復
職
も
し
や

す
い
環
境
に
あ
る
。

「
各
種
休
暇
の
取
得
も
推
進
し
て
い
ま

す
。
沖
縄
県
全
体
に
言
え
る
こ
と
で
す

が
、
生
活
の
質
を
大
切
に
す
る
風
潮
が

あ
り
、
医
師
一
人
ひ
と
り
に
適
し
た
勤

務
体
制
や
研
究
環
境
が
得
や
す
い
こ

と
も
魅
力
。
男
性
医
師
で
あ
っ
て
も
育

休
を
取
得
し
な
い
先
生
の
方
が
珍
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
診
療
を
終
え
て

釣
り
を
し
た
り
、ゴ
ル
フ
を
し
た

り
、そ
れ
が
日
常
で
あ
る
こ
と
も

特
性
。
働
き
が
い
と
働
き
や
す
さ

を
同
時
に
獲
得
で
き
る
環
境
で

す
」さ

ら
に
、医
師
と
し
て
大
き
く

成
長
す
る
場
と
し
て
も
沖
縄
県

は
最
良
の
環
境
と
風
土
が
あ
る

と
鈴
木
先
生
は
自
信
を
も
っ
て

言
う
。

「
沖
縄
に
は
医
療
資
源
の
少
な

い
地
域
が
多
く
存
在
し
て
お
り
、

若
い
医
師
で
も
住
民
か
ら
歓
迎
さ
れ
、

医
療
の
中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
も
許

容
さ
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
が
あ
る
。

住
民
は
医
師
へ
の
親
近
感
が
あ
り
、
若

い
医
師
に
診
ら
れ
る
こ
と
に
抵
抗
が
な

い
た
め
実
践
経
験
を
豊
富
に
積
む
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
県
立
中
部
病
院
が

築
き
上
げ
た
伝
統
の“
屋
根
瓦
式
教
育
”

は
大
学
病
院
に
も
根
付
い
て
お
り
、
指

導
体
制
の
手
厚
さ
も
特
徴
で
す
」

鈴
木
先
生
の
座
右
の
銘
は「
千
里
の

道
も
足
下
か
ら
」。
ど
ん
な
に
遠
い
道
の

り
も
、何
事
か
を
成
し
遂
げ
る
の
も
、最

初
の
一
歩
を
踏
み
出
さ
な
け
れ
ば
始
ま

ら
な
い
。
そ
し
て
日
々
の
一
歩
一
歩
の

地
道
な
努
力
こ
そ
が
、確
か
な
歩
み
と

な
る
―
―
。

沖
縄
県
に
は
若
手
医
師
が
挑
戦
で
き

る
環
境
が
あ
り
、そ
れ
を
県
や
病
院
、住

民
が
後
押
し
す
る
風
土
も
あ
る
。
医
師

と
し
て
の
大
き
な
第
一
歩
を
踏

み
出
す
の
に
、
沖
縄
県
ほ
ど
最

良
の
場
所
は
な
い
だ
ろ
う
。

「
新
し
く
な
っ
た
大
学
病
院
、

学
舎
で
共
に
学
び
、
共
に
新
し

い
医
療
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」と
、鈴
木
先
生
は
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
る
。
新
病
院
で
、沖

縄
の
医
療
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

を
築
く
主
人
公
の
一
人
に
な
る
。

そ
れ
も
ま
た
琉
球
大
学
病
院
で

キ
ャ
リ
ア
の
一
歩
を
踏
み
出
す

大
き
な
魅
力
だ
ろ
う
。

Q.
A.

鈴木先生にとって沖縄とは？

人と人とのつながりを大切にする場所。

新しくなった大学病院で
新しい医療を共につくる
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副
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
地
域
枠
の
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
も
取
り
組
む
。

「
当
院
を
フ
ル
マ
ッ
チ
病
院
に
す
る
こ

と
。
そ
し
て
地
域
枠
か
ら
教
授
を
輩
出

し
た
い
」と
、梅
村
先
生
の
言
葉
に
力
が

こ
も
る
。

医
師
人
生
を
熊
本
大
学
の
整
形
外

科
で
ス
タ
ー
ト
。
3
年
目
に
は
天
草

の
島
医
療
に
携
わ
っ
た
経
験
も
持
つ
。

2
0
0
2
年
に
は
救
急
に
転
科
し
、
福

岡
大
学
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
て

重
症
多
発
外
傷
に
も
対
応
で
き
る“
手

術
を
す
る
救
急
医
”と
し
て
活
躍
。
医
学

生
や
研
修
医
、
救
命
士
の
教
育
に
も
携

わ
っ
た
。

2
0
1
4
年
に
は
、
崩
壊
し
た
救
急

琉
球
大
学
病
院 
副
病
院
長

沖
縄
県
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー 

副
セ
ン
タ
ー
長

臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー 
セ
ン
タ
ー
長

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長

琉
球
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科 
救
急
医
学
講
座 

教
授

梅
村 

武
寛 

先
生  Takehiro U

m
em

ura

沖縄の魅力

#
沖
縄
初
、
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
開
設
と
、

「
地
域
枠
」
か
ら
の
教
授
輩
出
を
目
指
し
て

趣味

好きなお店

モットー　

OFFの過ごし方

オススメのスポット

情けは人の為ならず

猫とだらだら過ごす

海を眺められる場所ならばどこでも 

公設市場周囲や栄町にある
雑多な雰囲気の飲み屋さん

さまざまな文化の交流地点であるところ、
ともかく温暖な気候、明るい雰囲気 

車（いじりも運転も）大好き
猫を愛でる

を
立
て
直
す
た
め
に
、
沖
縄
県
立
南
部

医
療
セ
ン
タ
ー
・
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

へ
移
籍
。
救
急
専
門
医
が
核
と
な
っ
て

対
応
に
当
た
る
県
外
式
の
救
急
を
取
り

入
れ
た
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
作
り
上

げ
、
救
急
を
復
活
さ
せ
た
。
さ
ら
に
研

修
管
理
委
員
長
と
し
て
、
マ
ッ
チ
割
れ

が
続
い
て
い
た
病
院
を
フ
ル
マ
ッ
チ
病

院
に
も
し
た
。

●

2
0
2
1
年
に
は
琉
球
大
学
病
院
救

急
科
の
教
授
に
就
任
。
琉
球
大
学
病
院

は
2
0
2
5
年
1
月
に
県
内
4
つ
目
の

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
、
今

後
は
よ
り
高
度
で
特
殊
疾
患
に
も
対
応

で
き
る
沖
縄
初
の
高
度
救
命
救
急
セ
ン

琉
球
大
学
病
院
救
急

科
の
2
代
目
教
授
で
あ

る
、
梅
村
武
寛
先
生
の

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
は
笑

顔
だ
。
時
折
、
博
多
弁

を
交
え
な
が
ら
カ
ラ
カ

ラ
と
笑
う
朗
ら
か
な
表

情
は
、
周
囲
を
自
然
と

明
る
く
す
る
力
を
持
っ

て
お
り
、
だ
か
ら
な
の

か
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

に
は
若
々
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。

梅
村
先
生
は
副
院
長
や
研
修
管
理
委

員
長
と
し
て
若
手
医
師
の
教
育
・
研
修

も
担
当
し
、
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

沖 縄 の 救 急 医 療 体 制 の
再 構 築 に 力 を 注 ぐ
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の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
で
若
手
医
師
た
ち
の

経
験
と
学
び
を
後
押
し
し
て
い
る
。

「
若
手
医
師
を
一
人
で
診
さ
せ
る
こ
と

は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
し
、他
科
へ
の

コ
ン
サ
ル
ト
で
も
何
か
あ
れ
ば

必
ず
僕
や
指
導
医
が
対
応
す
る

体
制
を
徹
底
し
て
い
ま
す
」

梅
村
先
生
は
若
手
医
師
の
顔

を
見
れ
ば
必
ず
話
し
か
け
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
そ
の
一
言
は
見

守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
安
心
感

に
も
つ
な
が
る
は
ず
だ
。
ま
た
、

組
織
・
診
療
科
の
横
断
的
な
催
し

物
を
企
画
す
る
な
ど
、垣
根
を
越

え
た
交
流
に
も
注
力
し
て
い
る
。

「
ク
ル
ー
ズ
船
を
借
り
切
っ
て

み
ん
な
で
海
に
行
く
な
ど
、他
科

の
先
生
た
ち
と
も
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
診
療

科
間
の
患
者
さ
ん
の
や
り
取
り

も
円
滑
に
な
る
。
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
飲
み
会
も
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
ま
す

し
、
南
部
医
療
セ
ン
タ
ー
の
救
急
と
も

交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
」

座
右
の
銘
は「
情
け
は
人
の
為
な
ら

ず
」。
他
人
へ
の
親
切
が
自
分
に
も
良
い

影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
意
味
だ
。
こ
の

言
葉
は
チ
ー
ム
医
療
や
他
科
と
の
連
携

に
お
い
て
も
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な

る
。
救
急
科
で
は
20
床
の
専
用
病
床
を

も
っ
て
お
り
、他
科
か
ら
患
者
が
下
り

て
く
る
な
ど
、頼
ら
れ
、相
談
さ
れ
る
こ

と
も
多
い
。

「
そ
ん
な
と
き
、快
く
親
切
に
対
応
す

る
こ
と
で
他
科
と
の
円
滑
な
連
携
を
築

く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
医
療
の
質

の
底
上
げ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」

●

沖
縄
県
は
時
間
外
の
救
急
受
診
者
数

が
多
く
、
若
手
医
師
で
あ
っ
て
も
実
践

的
な
診
療
機
会
が
豊
富
に
あ
る
。
住
民

も
若
手
医
師
の
診
療
に
抵
抗
は
な
く
、

医
師
育
成
に
協
力
的
だ
。
さ
ら
に
、
陸

続
き
で
は
な
い
沖
縄
県
は『
こ
こ
で
医

療
を
完
結
さ
せ
な
く
て
は
』と
い
う
高

い
医
療
レ
ベ
ル
の
維
持
が
不
可
欠
な
場

所
。
そ
れ
が
顕
著
な
離
島
医
療
を
経
験

で
き
る
こ
と
も
強
み
だ
。

「
離
島
で
は
全
人
的
で
優
し
い
医
療
が

大
切
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、患
者
さ
ん

の
話
を
よ
く
聞
き
、
優
し
く
す
る

こ
と
は“
当
た
り
前
”の
こ
と
。
し

か
も
そ
れ
で
病
気
が
治
る
わ
け
で

も
な
い
。
離
島
医
療
は
生
易
し
い

も
の
で
は
な
く
、
症
例
が
集
ま
る

基
幹
病
院
で
の
修
練
は
絶
対
に
必

要
。
ま
た
、
離
島
に
居
続
け
て
も

成
長
は
で
き
ま
せ
ん
。
基
幹
病
院

と
行
き
来
で
き
る
体
制
も
重
要
で

あ
り
、
沖
縄
は
そ
れ
を
可
能
と
す

る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
優
れ
た
特

別
な
場
所
な
ん
で
す
」

梅
村
先
生
は
、
現
在
で
も
離
島

で
働
き
た
い
と
言
う
。
医
師
3
年

目
に
経
験
し
た
島
医
者
の“
楽
し

さ
”を
知
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

「
す
ご
く
歓
迎
さ
れ
、近
所
の
人
が
魚

を
も
っ
て
く
る
な
ど
、と
て
も
良
く
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
若
い
う
ち
に
離
島

医
療
は
経
験
す
べ
き
で
す
」

そ
う
し
た
特
別
な
経
験
も
で
き
る

地
域
枠
は
、制
度
や
義
務
と
し
て
使
わ

れ
る
存
在
で
は
決
し
て
な
い
。
沖
縄
県

の
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
た
め
の
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
梅
村
先
生
は
声
を
大
に
し
て

言
う
。

「
救
急
科
で
は
地
域
枠
の
先

生
で
も
県
外
に
出
て
も
ら
う

方
針
。
地
域
枠
は
、
将
来
の
沖

縄
の
地
域
医
療
を
支
え
る
後

進
の
育
成
も
重
要
な
役
割
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
県
外
の

医
療
も
経
験
し
、沖
縄
に
足
り

な
い
医
療
を
知
っ
て
お
く
必

要
も
あ
る
」

地
域
枠
医
師
の
未
来
の
姿

は
、沖
縄
の
医
療
の
未
来
の
姿

で
も
あ
る
。
地
域
枠
か
ら
教
授

を
輩
出
し
た
い
―
―
。
梅
村
先

生
の
想
い
が
実
現
し
た
と
き
、

沖
縄
の
医
療
は
大
き
く
進
化

し
て
い
る
だ
ろ
う
。

人 材 育 成・教 育・交 流 に 注 力
沖 縄 の 救 急 の レ ベ ル ア ッ プ へ

キ ャ リ ア 形 成 に 優 位 な 沖 縄 県
後 進 育 成 も「 地 域 枠 」の 役 割

P r o f i l eP r o f i l e

福岡県出身。専門分野は整形外科・救急。1995年
に熊本大学医学部卒業後、同附属病院の整形外科
に進む。熊本中央病院や天草中央病院でも研鑽を
積み、2002年、救急に転科し福岡大学病院救命救
急センター助手、2005年、一般財団法人救急振興
財団救急救命九州研修所専任教授、2010年、福岡
大学病院救命救急センター講師・医局長を経て、
2014年、沖縄県立南部医療センター・こども医療
センターの救命救急センター長、2021年、琉球大
学大学院医学研究科救急医学講座の教授に就任。
2023年から琉球大学病院副院長。

タ
ー
の
指
定
を
目
指
す
。

「
沖
縄
県
は
全
て
の
患
者
さ
ん
を
受
け

入
れ
る
E
R
型
救
急
が
特
徴
で
す
が
、

コ
ン
ビ
ニ
受
診
の
割
合
が
高
い
の
が
課

題
。
各
医
療
機
関
が
あ
る
べ
き

機
能
を
担
い
、
救
え
る
命
を
確

実
に
救
う
た
め
、
琉
球
大
学
病

院
が
既
存
の
救
急
病
院
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
施
設
と
な
り
、ま
た
、

県
立
病
院
と
の
連
携
強
化
や
人

的
交
流
の
ハ
ブ
施
設
と
な
る
こ

と
で
、
県
全
体
の
救
急
医
療
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
均
て
ん
化
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

そ
う
し
た
体
制
づ
く
り
の
要

と
な
る
の
が
人
材
育
成
だ
。
人

材
の
教
育
と
成
長
に
お
い
て“
安

心
”で
あ
る
こ
と
は
大
切
な
要

素
で
あ
り
、
梅
村
先
生
は
万
全
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沖
縄
県
地
域
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー（
以
降
、
セ
ン
タ
ー
）は
、
一

定
期
間
、離
島
や
北
部
地
域
で
の

勤
務
義
務
が
あ
る
地
域
枠
の
キ
ャ

リ
ア
支
援
と
地
域
医
療
の
充
実

を
両
輪
で
サ
ポ
ー
ト
。
沖
縄
県
の

医
療
の
未
来
を
守
る
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

2
0
2
5
年
、
セ
ン
タ
ー
の

特
命
教
授
に
就
任
し
た
原
永
修

作
先
生
は
、琉
球
大
学
第
一
内
科

（
感
染
症
・
呼
吸
器
・
消
化
器
内
科
）

を
基
本
に
、
県
立
中
部
病
院
や
豊
見
城

中
央
病
院
で
研
鑽
を
積
み
、
3
年
目
に

は
与
論
島（
鹿
児
島
県
）で
の
島
医
者
も

経
験
。
4
年
目
に
は
南
フ
ロ
リ
ダ
大
学

に
留
学
し
、
感
染
症
研
究
に
も
携
わ
っ

た
。
帰
国
後
は
県
立
中
部
病
院
で
の
勤

務
を
経
て
琉
球
大
学
第
一
内
科
で
活
躍
。

総
合
臨
床
研
修
・
教
育
セ
ン
タ
ー
の
特

命
准
教
授
と
し
て
若
手
医
師
の
育
成
や

キ
ャ
リ
ア
支
援
に
も
携
わ
っ
た
。
原
永

先
生
は
医
学
生
や
研
修
医
た
ち
の“
声
”

に
耳
を
傾
け
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
き

た
。
医
師
会
や
県
内
研
修
病
院
と
連
携

し
、「
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

や「
お
き
な
わ
レ
ジ
デ
ン
ト
デ
イ
」「
研
修

医
O
S
C
E
」
と
い
っ
た
研
修
医
向
け

企
画
の
運
営
に
携
わ
り
、ま
た
、

県
内
研
修
病
院
と
の“
た
す
き

が
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
”を
設
置
。
若

手
医
師
の
育
成
と
個
々
の
ニ
ー

ズ
を
叶
え
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
体

制
を
構
築
し
て
き
た
。

「
県
内
の
研
修
病
院
と
大
学
病

院
を
1
年
ず
つ
研
修
す
る“
た

す
き
が
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
”は
、現

在
10
も
の
施
設
と
連
携
し
て
い

ま
す
。
地
域
枠
の
キ
ャ
リ
ア
に

も
選
択
肢
が
増
え
ま
し
た
」

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
徐
々
に
成
果

を
生
み
、一
時
期
一
桁
ま
で
減
少
し
た
初

期
研
修
医
が
、2
0
2
5
年
度
マ
ッ
チ
ン

グ
で
は
、
定
員
23
名
に
対
し
マ
ッ
チ
者

は
22
名
ま
で
伸
び
た
。

●

“
声
”を
徹
底
し
て
聞
く
原
永
先
生
の

姿
勢
は
セ
ン
タ
ー
で
も
活
か
さ
れ
て
い

る
。
以
前
か
ら
耳
に
し
て
い
た
地
域
枠

関
連
の
情
報
が
見
え
に
く
い
と

い
う
声
を
改
善
す
る
た
め
、
セ

ン
タ
ー
の
特
命
教
授
に
就
任
し

て
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、

わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信
だ
。

「
沖
縄
の
医
療
の
現
状
を
わ
か

り
や
す
く
し
っ
か
り
伝
え
、
そ

の
上
で
地
域
枠
と
し
て
ど
う
い

う
医
師
を
目
指
す
べ
き
な
の
か

を
自
ら
考
え
て
も
ら
う
こ
と
も

重
要
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、セ

ン
タ
ー
の
役
割
は
も
ち
ろ
ん
沖

縄
県
の
医
療
現
状
を
グ
ラ
フ
化
し
て
情

報
を
わ
か
り
や
す
く
発
信
し
た
り
、地

域
枠
学
生
が
離
島
実
習
で
撮
っ
た
写
真

を
使
用
し
て
離
島
の
魅
力
を
伝
え
た
り
、

さ
ら
に
は
S
N
S
に
よ
る
情
報
発
信
も

始
め
ま
し
た
」

琉
球
大
学
で
は
2
0
2
4
年
度
か
ら

地
域
枠
学
生
が
早
期
か
ら
離
島
・
北
部

医
療
体
験
を
行
う
な
ど
、具
体
的
な
キ
ャ

リ
ア
を
描
け
る
よ
う
支
援
す
る「
キ
ャ

リ
ア
形
成
卒
前
支
援
プ
ラ
ン
」を
ス
タ
ー

ト
し
た
。
離
島
・
北
部
地
域
の
医
療
体
験

を
1
年
次
か
ら
経
験
で
き
る
イ

ン
パ
ク
ト
は
大
き
く
、地
域
医
療

へ
の
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

生
み
出
し
て
い
る
。
早
期
か
ら
地

域
医
療
を
体
験
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
他
に
も
あ
る
。
4
年
次
に
行
わ

れ
る
臨
床
実
習
前
の
必
須
実
技

試
験「
O
S
C
E
」
や
、
プ
ラ
イ

マ
リ
・
ケ
ア
演
習
に
お
け
る
患
者

へ
の
接
し
方
に
お
い
て
も
、1
年

次
か
ら
の
地
域
医
療
で
の
経
験

値
は
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

地 域 医 療 の 価 値 を 高 め
ブ ラ ン ド 化 を 目 指 す

Spec ial  In t e rvi ew
02#

Muru UchinaMuru Uchina

P r o f i l eP r o f i l e

鹿児島県出身。専門分野は呼吸器・感染症内科。1996年に琉球大学医学部卒
業後、琉球大学第一内科（感染症・呼吸器・消化器内科学）に入局し、沖縄県立
中部病院、豊見城中央病院などで研修を行う。1999年、南フロリダ大学に留
学。2001年、沖縄県立中部病院、2006年、琉球大学医学研究科感染制御医科
学専攻感染病態制御講座助教、2015年、琉球大学医学部第一内科講師、2017
年、琉球大学病院総合臨床研修・教育センター特命准教授、2025年、沖縄県地
域医療支援センター副センター長・特命教授に就任。

個々のニーズを叶える
キャリア支援体制を構築

一人ひとりの理想のキャリアを叶え、
沖縄県の医療の未来を守る
琉球大学病院 沖縄県地域医療支援センター
副センター長・特命教授

原永 修作  先生  Shusaku Haranaga
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域
枠
は
い
ろ
ん
な
場
所
の
医
療
を
経
験

で
き
る
こ
と
も
魅
力
で
す
」

地
域
枠
医
師
た
ち
の
キ
ャ
リ
ア
成
功

体
験
を
後
進
に
伝
え
る
こ
と
も
重
要
だ
。

原
永
先
生
は
セ
ン
タ
ー
を
地
域
枠
学
生
・

医
師
と
の
情
報
・
意
見
交
換
の
ハ
ブ
施

設
と
し
て
、交
流
連
携
に
も
取
り
組
む
。

2
0
2
5
年
10
月
に
は
第
一
回

目
の「
地
域
枠
交
流
会
」を
開
催
。

地
域
枠
医
師
か
ら
の
リ
ア
ル
な

体
験
談
を
学
生
た
ち
が
直
接
聞

く
機
会
は
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア

を
自
ら
掴
む
力
を
育
て
る
こ
と

に
も
有
効
だ
。
原
永
先
生
は
力

強
く
語
る
。

「
地
域
枠
の
キ
ャ
リ
ア
は
決

ま
っ
た
レ
ー
ル
に
乗
る
の
で
は

な
く
、一
定
範
囲
の
な
か
で“
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
を
い
か
に

し
て
で
き
る
か
を
考
え
る
”と

い
う
も
の
。
離
島
医
療
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
で
す
が
、決
し
て
そ
う
で
は

な
い
。
県
内
全
体
の
医
療
を
考
え
適
材

適
所
で
活
躍
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

た
と
え
ば
教
授
に
な
っ
た
医
師
が
地

域
枠
だ
っ
た
な
ど
、“
地
域
枠
制
度
に

よ
っ
て
理
想
の
キ
ャ
リ
ア
を
実
現
で
き

た
”と
い
う
カ
タ
チ
を
つ
く
り
た
い
」

原
永
先
生
は
今
日
も
医
学
生
や
若
手

医
師
の
声
に
耳
を
傾
け
、一
人
ひ
と
り

の
理
想
の
キ
ャ
リ
ア
を
叶
え
る
た
め
に

尽
力
す
る
。
そ
れ
は
、
沖
縄
県
の
未
来

の
医
療
を
守
る
こ
と
で
も
あ
る
。

と
な
る
は
ず
だ
。

「
地
域
医
療
体
験
の
参
加
者
た
ち
の
レ

ポ
ー
ト
を
分
析
す
る
な
ど
成
果
検
証
も

重
要
。“
地
域
医
療
を
経
験
す
る
価
値
を

高
め
る
”た
め
、質
と
成
果
を
求
め
ブ
ラ

ン
ド
化
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
」

●

沖
縄
県
は
離
島
医
療
な
ど
、

医
師
と
し
て
の
成
長
の
場
と
し

て
独
自
性
の
高
い
優
れ
た
環
境

が
あ
る
。
沖
縄
に
根
付
く“
断
ら

な
い
”北
米
式
E
R
救
急
な
ど
、

豊
富
で
多
彩
な
症
例
の
実
践
経

験
や
、
屋
根
瓦
方
式
の
充
実
し

た
指
導
体
制
も
特
徴
だ
。

「
他
県
の
大
学
教
授
か
ら
は
、

『
離
島
医
療
が
経
験
で
き
て
羨
ま

し
い
』と
言
わ
れ
る
な
ど
、沖
縄

県
は
特
別
な
経
験
が
で
き
る
場

所
。
C
T
の
な
い
場
所
で
自
分

の
実
力
を
試
す
こ
と
も
で
き
る
な
ど
、

挑
戦
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
は
多
い
」

地
域
枠
は“
羨
ま
し
が
ら
れ
る
医
療
”

を
経
験
で
き
る
医
師
で
あ
り
、そ
の
経

験
値
は
長
い
医
師
人
生
に
お
け
る
大
き

な
糧
と
な
る
は
ず
だ
。

「
一
つ
の
場
所
に
居
続
け
る
と
、そ
の

環
境
で
し
か
適
応
し
な
い
偏
っ
た
医
師

に
な
り
、新
し
い
こ
と
も
生
ま
れ
て
こ

な
い
。
若
い
う
ち
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
で
医
療
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
医
師

と
し
て
の
幅
と
深
さ
が
生
ま
れ
る
。
地 「地域枠」は一人ひとりの

理想のキャリアを築く制度

趣味

ランニング、スマホ撮影、バスケット観戦

好きな郷土料理
沖縄そば、ito café （大東島料理）

モットー　
わかりやすく伝える

沖縄の魅力

人が温かい。
いちゃりばちょーでー

（一度会ったら皆兄弟）精神

オススメのスポット

アラハビーチ（バスケットコートがある）

OFFの過ごし方

ランニング、運動（バスケット、
バドミントン、ソフトバレー等）
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Muru UchinaTalk Session

● 

ム
ル
ウ
チ
ナ
ー特
別
企
画

教
授
× 

医
学
生 

ス
ペ
シ
ャ
ル
座
談
会
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Muru UchinaTalk Session

金
城
…
地
域
枠
は
卒
業
後
に
医
師

不
足
状
況
に
あ
る
沖
縄
県
の
離
島

や
北
部
地
域
へ
の
従
事
義
務
が
あ

り
ま
す
が
、二
人
は
な
ぜ
地
域
枠
で

入
学
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
か
？

松
堂
…
沖
縄
県
か
ら
離
れ
る
理
由

が
特
に
な
く
て
。
人
が
優
し
く
て
、

住
み
や
す
く
て
、
家
族
が
近
く
に

い
て
、
そ
ん
な
大
好
き
な
沖
縄
県

で
働
く
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
修

学
資
金
の
支
援
ま
で
し
て
い
た
だ

け
る
か
ら
で
す
。

細
田
…
私
も
同
じ
で
す
。
地
域
枠

の
学
生
は
、
沖
縄
の
医
療
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
熱
い
想
い
を
持
っ

て
入
学
し
て
い
る
の
で
、
み
ん
な

志
が
高
い
ん
で
す
よ
ね
。

松
堂
…
学
年
に
関
係
な
く
地
域
枠
の
交

流
会
や
勉
強
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
高

い
志
を
も
っ
た
仲
間
と
の
つ
な
が
り
が

ど
ん
ど
ん
広
が
る
の
も
良
い
で
す
ね
。

細
田
…
実
習
に
行
っ
て
も
、『
地
域
枠
で

す
』と
い
う
と
、地
域
枠
出
身
の
先
生
が

必
ず
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、直
ぐ
に
打

ち
解
け
ら
れ
ま
す
し
、み
な
さ
ん
す
ご

く
良
く
し
て
く
だ
さ
る
。
地
域
枠
っ
て

す
ご
く
大
切
に
さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
と

感
じ
て
い
ま
す
。

金
城
…
地
域
枠
は
、将
来
、沖
縄

県
の
地
域
医
療
を
担
う
と
い
う
、

県
民
の
大
き
な
期
待
を
背
負
っ

て
い
る“
特
待
生
”な
ん
で
す
よ

ね
。

松
堂
…
地
域
枠
は
一
般
枠
と
は

一
部
異
な
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
、

地
域
枠
必
須
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
も
参
加
で
き
る
な
ど
、特
別
な

経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

金
城
…
二
人
は
4
年
次
の

2
0
2
4
年
9
月
に【
島
医
者
・

山
医
者
・
里
医
者
育
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
】の
一
環
で
、佐
賀
県
で
の

地
域
医
療
実
習
な
ど
を
経
験
し

ま
し
た
が
、ど
う
で
し
た
？

松
堂
…
佐
賀
県
内
の
病
院
を
見
学
し
た

り
、
佐
賀
大
生
と
一
緒
に
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
特
に

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は

佐
賀
大
生
と
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
す
ね
。
沖
縄

の
離
島
医
療
で
あ
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
本
土
病
院
へ
搬
送
す
る

か
を
考
え
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
が
、
佐
賀
県
の
地
域

医
療
と
い
え
ば
山
間
部
の
過
疎
地
で
あ

り
、
地
続
き
と
い
う
特
性
が
あ
る
。
地

域
医
療
の
違
い
を
知
る
な
ど
、新
し
い

学
び
が
あ
り
面
白
か
っ
た
で
す
ね
。

金
城
…
佐
賀
県
は
沖
縄
県
よ
り
高
齢
化

が
か
な
り
進
ん
で
お
り
、今
後
は
医
療

ニ
ー
ズ
が
ど
ん
ど
ん
縮
小
し
、将
来
、大

き
な
医
療
機
関
は
佐
賀
市
内
だ
け
に
集

約
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
話
も
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
に
あ
る
な

か
、ど
の
よ
う
な
医
療
の
工
夫
が
で
き

る
の
か
を
考
え
た
り
、
沖
縄
の
地
域
医

療
と
の
違
い
を
知
っ
た
り
、み
な
さ
ん
、

す
ご
く
新
鮮
な
経
験
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
佐
賀
県
で

は
医
療
D
X
化
が
か
な
り
進
ん
で
い
た

の
に
は
僕
も
驚
き
ま
し
た
。

細
田
…
佐
賀
大
学
に
は
琉
球
大
学
に
は

な
い
総
合
診
療
科
が
あ
り
、
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
に
参
加
し
て
、正

し
い
診
断
や
治
療
を
導
き

出
す“
考
え
方
の
基
本
”を

学
ん
だ
こ
と
が
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
佐

賀
大
学
の
先
生
か
ら「
地

域
枠
だ
か
ら
と
い
っ
て
大

学
院
に
行
か
な
い
と
か
、

教
授
に
な
れ
な
い
と
か
で

地域枠は、選ばれし“特待生”
琉球大学の優れた卒前教育で
沖縄の医療を担う主役となる医師に
質の高い優れた医療者の育成・教育に取り組む、金城紀与史先生と地域枠医学生2名（5年次）による

トーク・セッションを開催。沖縄の医療に貢献できる実力と、一人ひとりの素晴らしいキャリアを

叶える沖縄県の卒前教育の強みと魅力に迫った――。

新たな卒前教育プログラムなど
成長のチャンスが豊富な「地域枠」

さん さん

琉球大学医学部
医学科5年生（地域枠13期生）

琉球大学医学部
医学科5年生（地域枠13期生）

Maare Hosoda

松堂 太軌 細田 まあれ先生 

琉球大学医学部
医学教育企画室 特命教授

Kiyoshi Kinjo

金城 紀与史
Daiki Matsudo

教
授
× 

医
学
生 

ス
ペ
シ
ャ
ル
座
談
会
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言
う
な
れ
ば
将
来
J
リ
ー
ガ
ー
に
な
る

こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
才
能
が

あ
り
、だ
か
ら
奨
学
金
も
出
る
し
、学
び

や
成
長
の
フ
ィ
ー
ル
ド
も
多
く
用
意
す

る
。
地
域
枠
は
離
島
や
地
域
医
療
へ
の

従
事
が「
義
務
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」で

は
な
く
、「
地
域
枠
だ
か
ら
こ
そ
大
き
な

力
を
獲
得
で
き
る
ん
だ
！
」と
い
う
、む

し
ろ
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
が
豊
富
に
与
え

ら
れ
た“
特
進
ク
ラ
ス
”だ
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

●

金
城
…
離
島
医
療
は
沖
縄
の
医

療
の
原
風
景
で
あ
り
、地
域
枠
学

生
は
1
年
次
か
ら
離
島
診
療
所

を
体
験
で
き
る
こ
と
も
沖
縄
な

ら
で
は
。
二
人
は
こ
れ
ま
で
何

度
か
離
島
医
療
や
臨
床
実
習
を

経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、沖
縄
の

医
療
を
体
験
し
て
印
象
的
だ
っ

た
こ
と
は
何
で
す
か
？

松
堂
…
離
島
実
習
で
印
象
的
だ
っ
た

の
が
、
西
表
島
に
行
っ
た
と
き
、
空
き

時
間
に
レ
ン
タ
ル
バ
イ
ク
を
借
り
て

島
を
一
周
し
た
の
で
す
が
、休
憩
時
に

島
民
の
方
が
わ
ざ
わ
ざ
車
か
ら
降
り

て
、島
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
話
し
て

く
れ
た
ん
で
す
。
島
民
の
方
の
優
し
さ

や
フ
レ
ン
ド
リ
ー
さ
が
す
ご
く
印
象

的
で
し
た
ね
。

細
田
…
沖
縄
県
の
患
者
さ
ん
は

す
ご
く
温
か
く
て
フ
レ
ン
ド
リ
ー

で
、ご
家
族
や
お
見
舞
い
に
来
て

い
る
人
と
話
す
機
会
も
多
く
、医

学
生
の
教
育
に
も
す
ご
く
協
力

的
で
す
よ
ね
。

松
堂
…
医
学
生
だ
と
説
明
し
て

い
る
の
で
す
が
、そ
れ
で
も“
先
生
”

と
呼
ば
れ
た
り（
笑
）

細
田
…“
先
生
”と
呼
ば
れ
る
こ

は
な
く
、そ
う
い
う
道

も
極
め
て
い
い
ん
だ
よ
」

と
話
を
さ
れ
た
こ
と
も

強
く
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
視
野
が
大
き
く

広
が
り
ま
し
た
ね
。

金
城
…
外
の
医
療
を
経

験
す
る
こ
と
で
、新
た
な
視
点
を
得
た
り
、

視
野
が
広
が
っ
た
り
と
、み
ん
な
開
眼
し

て
沖
縄
に
戻
っ
て
く
る
。
佐
賀
大
学
の

医
学
生
も
2
週
間
、沖
縄
で
臨
床
実
習
を

さ
れ
た
の
で
す
が
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ

に
新
し
い
学
び
を
得
て
、開
眼
し
て
帰
っ

て
い
く
。
教
え
る
側
と
し
て
、
外
に
出

て
学
ぶ
意
義
の
大
き
さ
を
改
め
て
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
ね
。

松
堂
…
佐
賀
大
学
の
先
生
は「
地
域
枠

は
エ
リ
ー
ト
教
育
だ
」と
も
仰
っ
て
い

ま
し
た
。

金
城
…
そ
の
通
り
で
す
。
地
域
枠
は
、

琉球大学と佐賀大学が共同して行う、文
部科学省の補助事業「ポストコロナ時代
の医療人材養成拠点形成事業」の一環で、
新たな卒前教育プログラムを立ち上げ、
医学生1年次から総合診療、救急、地域連
携などに力を発揮できる医師育成を目指
すもの。カリキュラムに地域医療コース
を設け、「プライマリ・ケア演習」や、4年次
から始まる臨床実習ではより多くの時間
を離島・北部地域で経験することができる。

島医者・山医者・里医者育成
プロジェクトとは？

［出身地 ］沖縄県うるま市

［出身地 ］沖縄県南城市

さん

さん

琉球大学医学部
医学科5年生

琉球大学医学部
医学科5年生

Daiki Matsudo

Maare Hosoda

松堂 太軌 

細田 まあれ

専門分野は総合内科。大学卒業後、亀田総合
病院にて研修、米国トマス・ジェファーソン大
病院内科レジデント、マウント・サイナイ病院
呼吸器集中治療医学フェロー、アルバニー大・
ユニオン大大学院修士（生命倫理）、手稲渓仁
会病院を経て2004年から沖縄県立中部病院。
2023年、琉球大学医学部医学教育企画室の特
命教授に就任。

［ 出 身 地 ］東京都
［ 出身大学］東京大学（1994年卒）

先生 

琉球大学医学部
医学教育企画室 特命教授

Kiyoshi Kinjo

金城 紀与史

https://postcorona.skr.u-ryukyu.ac.jp/

沖縄の離島医療は
“助け合いの医療”

P r o f i l eP r o f i l e

趣味
趣味

趣味

好きな郷土料理 好きな郷土料理
好きな郷土料理

モットー　

モットー　 モットー　History, History, History
心頭滅却すれば 明朗快活（Lawrence Tierney先生の教え）
火もまた涼し

若い医師や学生にやさしく、

福州園

地元の奥武島に
よく天ぷらを
買いにいきます応援してくださること 識名園

読書、水泳 声真似 旅行

沖縄そば ゴーヤーチャンプルー タコライス

へちまの味噌煮

でーじじょーとー 気温も人も
あたたかい！

上間沖縄天ぷら沖縄の患者さんの印象は？

オススメのスポット

オススメのスポット

沖縄の魅力 沖縄の魅力
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遊びでも何でも、医学生のうちにしかできないたくさんの経験をして、人間の幅
を広げてほしいと思います。また、貧困問題で病院にかかる人、病気より社会で
生きることに悩む人がいることもぜひ知ってほしい。色々な人の生き様にふれ
ることで想像力豊かな人になってほしいですね。みなさんは「100歳まで生きる
世代」です。人生100年時代を“楽しく”生き抜くためには、一つの道で人生の長
いステージを進むのではなく、複数のキャリアを歩み、仕事や学び、遊びを行き
来する生き方が可能です。医学以外の事を追求する時間も大切であり、一見廻
り道でも新しいことにどんどん挑戦してほしいと思います。

金城先生から医学生へメッセージ
Message

な
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。
一
人
で
全
て
対
応

で
き
る
完
璧
な
能
力
が

な
け
れ
ば“
島
医
者
”に

は
な
れ
な
い
イ
メ
ー
ジ

で
し
た
が
、
離
島
医
療

を
経
験
し
な
が
ら“
島

医
者
”と
し
て
成
長
で

き
る
ん
だ
な
と
、
そ
ん

な
イ
メ
ー
ジ
に
変
わ
り
ま
し
た
ね
。

金
城
…
各
離
島
診
療
所
や
研
修
し
た
親

病
院
の
指
導
医
た
ち
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、い
つ
で
も
相

談
が
で
き
ま
す
し
、島
の
人
か
ら
も
す

ご
く
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、何
か

あ
れ
ば
助
け
て
く
れ
る
。
若
い
医
師
に

よ
っ
て
島
の
医
療
が
守
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
現
地
の
方
は
す
ご
く
理
解
し
て
お

り
、そ
れ
が
医
師
に
も
伝
わ
り
高
い
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
な
る
。
離
島
医
療

で
自
分
の
実
力
を
把
握
し
、
離
島
勤
務

後
に
自
分
の
足
り
な
い
部
分
を
勉
強
す

る
と
い
っ
た
好
循
環
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ

て
、医
師
と
し
て
さ
ら
に
大
き
く
成
長

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●

松
堂
…
1
年
次
の
と
き
と
4
年
次
以
降

で
経
験
し
た
離
島
医
療
の
イ
メ
ー
ジ
も

全
然
違
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
テ
ス

ト
を
経
て
知
識
も
多
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
学
年
が
上
が
り
離
島
医
療
を
体
験

す
る
度
に
、面
白
さ
が
ど
ん
ど
ん
増
し

て
い
ま
す
ね
。

細
田
…
知
識
が
増
え
て
視
点

も
変
わ
る
か
ら
、
新
た
な
発

見
も
あ
る
。
過
去
の
離
島
実

習
で
の
レ
ポ
ー
ト
や
感
想
文

も
す
ご
く
役
立
っ
て
い
て
、

読
み
比
べ
る
と「
1
年
次
の

と
き
は
こ
う
思
っ
て
い
た
ん

だ
」「
こ
こ
が
成
長
し
た
け
ど
、

こ
こ
は
ま
だ
ま
だ
か
な
」
と

か
、
1
年
次
か
ら
離
島
医
療
を
体
験
で

き
た
か
ら
こ
そ
知
れ
た
こ
と
。
そ
れ
が
、

自
分
の
さ
ら
な
る
成
長
へ
と
つ
な
が
る

指
針
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

松
堂
…
僕
は
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
が
基
盤

に
あ
る
医
師
を
目
指
し
て
お
り
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
患
者
さ
ん
の
生
活

背
景
を
把
握
す
る
力
も
、
住
民
と
の
距

離
が
近
い
離
島
だ
か
ら
こ
そ
得
や
す
く
、

離
島
医
療
を
体
験
す
る
度
に
、
そ

う
し
た
力
が
徐
々
に
身
に
付
い
て

き
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

金
城
…
最
適
な
診
断
や
治
療
に
大

切
な
、
い
わ
ゆ
る“
生
活
を
診
る
”

能
力
を
養
う
た
め
の
チ
ャ
ン
ス
を

多
く
提
供
さ
れ
る
こ
と
も
地
域
枠

学
生
の
強
み
。
沖
縄
県
は
東
京
の

よ
う
に
特
定
領
域
の
最
先
端
医
療

し
か
や
ら
な
い
専
門
病
院
が
な

く
、
大
学
病
院
も
含
め
て
多
く
の

病
院
が
沖
縄
県
の
地
域
医
療
を
守

る“
最
後
の
砦
”と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
離
島
や
北
部
地
域

だ
け
で
は
な
く
、
本
島
中
南
部
で

も
地
域
医
療
を
し
て
い
る
。
沖
縄
県
で

は
多
く
の
医
師
が“
生
活
を
診
る
”と
い

う
地
域
医
療
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
こ
と
が

と
て
も
大
切
で
す
。

細
田
…
そ
れ
と
地
域
枠
の
大
き
な
魅
力

は
、
生
ま
れ
故
郷
の
医
療
に
貢
献
で
き

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
沖
縄
県
に
生

ま
れ
、こ
れ
ま
で
沖
縄
の
い
ろ
ん
な
人

に
助
け
て
も
ら
っ
た
か
ら
こ
そ
、今
の

自
分
が
あ
る
。
そ
の
恩
返
し
と
し
て
、

沖
縄
県
の
医
療
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は

と
て
も
嬉
し
く
、幸
せ
な
こ
と
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
し
、そ
ん
な
自
分
の
将
来

に
期
待
感
も
大
き
い
で
す
ね
。

金
城
…
以
前
、
八
重
山
高
校
出
身
の
地

域
枠
3
年
生
と
僕
で
、
八
重
山
高
校

に
医
学
部
・
地
域
枠
制
度
の
説
明
会
に

行
っ
た
の
で
す
が
、僕
が
話
す
よ
り
も
、

地
域
枠
学
生
の
話
に
み
ん
な
目

を
輝
か
せ
て
い
る（
笑
）。
八
重

山
病
院
に
見
学
に
も
行
っ
た
の

で
す
が
、「
八
重
山
出
身
な
ん
だ

ね
！
」「
早
く
来
て
よ
、待
っ
て
い

る
ね
！
」と
、み
ん
な
に
親
し
ま

れ
、熱
い
声
援
を
送
ら
れ
る
な
ど
、

ホ
ー
ム
感
が
す
ご
く
良
か
っ
た
。

東
京
出
身
の
僕
に
は
そ
れ
が
な

く
、と
て
も
羨
ま
し
か
っ
た
で
す

ね
。
自
分
の
故
郷
を
感
じ
な
が
ら

働
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
も
地

域
枠
と
し
て
沖
縄
の
医
療
に
携

わ
る
、も
の
す
ご
く
大
き
な
価
値

だ
と
思
い
ま
す
。

と
で
、
医
療
に
携
わ
る
こ
と
の
責
任
感

や
使
命
感
を
強
く
意
識
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
背
筋
が
伸
び
る
よ
ね
。

松
堂
…
そ
れ
と
離
島
診
療
所
で
は
、
医

師
が
孤
軍
奮
闘
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
し
た

が
、実
際
に
体
験
す
る
と
、医
師
だ
け
で

は
な
く
て
、
事
務
の
方
、
看
護
師
の
方
、

行
政
や
消
防
団
の
方
々
、
さ
ら
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
本
島
の
病
院
の
先
生
と
も
連

携
す
る
な
ど
、
孤
軍
奮
闘
の
イ
メ
ー
ジ

が
が
ら
り
と
変
わ
り
ま
し
た
。

細
田
…
そ
う
だ
よ
ね
。
離
島
診
療
所
に

赴
任
し
て
い
る
先
生
同
士
が
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
を
し
た
り
、何
か
あ
れ
ば
本
島

の
先
生
に
聞
く
こ
と
も
で
き
た
り
、一

人
で
全
部
背
負
わ
な
く
て
も
い
い
環
境

「地域枠」として沖縄の医療に
携わる意義と価値は大きい

Muru UchinaTalk Session

教
授
× 

医
学
生 

ス
ペ
シ
ャ
ル
座
談
会
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そ
こ
に
い
る
だ
け
で
、大
き

な
安
心
感
が
生
ま
れ
る
。
そ

れ
が
松
平
綾
先
生
の
魅
力
だ
。

医
学
部
に
は
一
般
試
験
で

合
格
し
た
が
、「
県
外
で
働

く
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
い

な
か
っ
た
の
で
」と
地
域
枠

で
入
学
。
初
期
研
修
は
琉
球

大
学
病
院
で
行
い
、
救
急
の
道
に
進
む

こ
と
を
決
め
た
。
そ
の
理
由
を
聞
く
と
、

「
飽
き
っ
ぽ
い
性
格
だ
か
ら
」と
笑
う
。

「
救
急
は
常
に
異
な
る
状
況
に
対
応
す

る
た
め
飽
き
が
こ
な
い
。“
教
え
る
”こ

と
も
好
き
で
、
救
急
科
に
は
教
育
に
も

優
れ
た
先
生
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
に

も
惹
か
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
救
急
科
は
、

外
科
、
外
傷
、
集
中
治
療
、
内
視
鏡
な
ど

自
分
の
し
た
い
医
療
を
ア
レ
ン
ジ
で
き
、

キ
ャ
リ
ア
の
選
択
肢
も
多
彩
。
働
き
方

も
シ
フ
ト
制
で
融
通
が
利
き
、ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
の
あ
る
女
性
医
師
に
も
最
適
で
す
」

専
攻
医
時
代
に
は
自
ら
の
希
望
で
当

時
の
教
授（
久
木
田
一
朗
先
生
）に
話
を

通
し
て
も
ら
い
、日
本
一
救
急
搬
送
の
多

い
湘
南
鎌
倉
総
合
病
院（
神
奈
川
県
）で

も
修
業
を
し
た
。
2
0
2
3
年
に
沖
縄

に
戻
り
、
北
部
地
区
医
師
会
病
院
に
勤

務
。
2
0
2
5
年
に
琉
球
大
学
病
院
救

急
科
に
復
帰
し
た
。

「
現
教
授
の
梅
村
先
生
も
、『
医
局
や
沖

縄
の
医
療
に
還
元
し
て
も
ら
え
れ
ば
好

き
に
し
て
い
い
。
要
望
が
あ
る
な
ら
何

で
も
言
っ
て
』と
い
う
先
生
。
言
葉
に
甘

え
て
好
き
勝
手
し
て
い
ま
す（
笑
）」

●

「
琉
球
大
学
の
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
は
創
設
期
に
あ
り
、

大
き
く
し
て
い
く
醍
醐
味
も

あ
り
ま
す
」

松
平
先
生
は
琉
球
大
学
病

院
に
戻
る
と
、目
安
箱
な
ら

ぬ“
松
平
箱
”を
設
置
し
た
。

2
0
2
5
年
1
月
に
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
た

ば
か
り
の
若
い
組
織
に
は
不

完
全
さ
も
あ
る
。「
困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
何
で
も
投
書
し
て
ほ
し
い
」と
ス

タ
ッ
フ
た
ち
に
呼
び
か
け
、現
場
レ
ベ
ル

で
解
決
で
き
な
い
課
題
に
は
レ
ポ
ー
ト

を
作
成
し
て
執
行
部
に
提
起
す
る
な
ど
、

一
つ
ひ
と
つ
の
声
に
真
摯
に
対
応
し
、改

善
を
図
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
現
場
の
動

き
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、専

攻
医
向
け
の
勉
強
会
を
定
期
開
催
す
る

な
ど
教
育
面
で
も
新
た
な
取
り
組
み
を

始
め
た
。

頼れる外来医長として
組織づくりや教育に携わる

救急は“飽きがこない”
女性医師も働きやすい科

11

大学卒業後、琉球大学病院で初期研修。
琉球大学病院の救急科専門研修プログ
ラムに進み、琉球大学病院の他、湘南
鎌倉総合病院（神奈川県）の救急総合診
療科・救命救急センター、北部地区医師
会病院で救急医としての研鑽を積む。
2025年より琉球大学病院救命救急セン
ターの特命助教・外来医長。

やりがいもキャリアも多彩な救急
若い組織を大きくする醍醐味もある

#

Res idents Story
O K I NAWAO K I NAWA

［出 身 地］ 沖縄県

［ 出身大学］琉球大学医学部
 　　　　　 地域枠3期生（2018年卒）

［出 身 地］ 沖縄県那覇市

［出身大学］ 琉球大学医学部 地域枠6期生
　　　　　 （2020年卒）

先生 松平  綾

琉球大学病院 救命救急センター
特命助教・外来医長

I n t e r v i e w e eI n t e r v i e w e e

Aya Matsudaira

「
教
え
る
際
は
、『
そ
れ
を
知
っ
て
い
る

の
は
当
た
り
前
』と
い
う
前
提
で
は
な
く
、

基
礎
を
ゼ
ロ
か
ら
い
か
に
相
手
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
か
を
意
識
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、救
急
は
教
科
書
の
知
識
よ
り

も
経
験
か
ら
得
ら
れ
る
暗
黙
知
が
多
く

を
占
め
る
分
野
。
そ
れ
を
わ
か
り
や
す

く
文
章
化
す
る
な
ど
、誰
も
が
追
体
験
で

き
る
よ
う
還
元
す
る
こ
と
も
重
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」

松
平
先
生
に
は
も
う
一
つ
の
顔
が
あ
る
。

中
学
時
代
か
ら
始
め
た「
タ
ロ
ッ
ト
占
い
」

は
プ
ロ
級
で
よ
く
当
た
る
と
評
判
だ
。
相

手
の
悩
み
を
聞
き
、そ
れ
を
解
決
す
る
た

め
の
最
善
策
を
提
示
す
る
こ
と
は
医
療

に
も
通
じ
て
い
る
。
し
か
も
救
急
で
は

そ
れ
を
迅
速
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

「
患
者
さ
ん
は
、患
者
さ
ん
で
あ
る
前
に

一
人
の
人
間
。
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と

が
大
切
で
す
」

救
急
の
逼
迫
し
た
場
面
で
も
、
一
人

の
人
間
と
し
て
患
者
に
真
摯
に
向
き
合

い
、意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
不
安
を
取

り
除
く
。
人
と
人
と
の
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
で
、最
適
な
治
療
に
必
要
と
な
る

情
報
も
患
者
か
ら
引
き
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
そ
こ
に
い
る
だ
け
で
大
き
な
安

心
感
が
生
ま
れ
る
松
平
先
生
の
魅
力
は
、

そ
う
し
た“
人
間
力
”か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。

「
将
来
は
北
部
地
区
の
地
域
医
療
に
貢

献
し
た
い
」。
そ
う
語
る
松
平
先
生
の
笑

顔
は
、明
日
の
沖
縄
の
地
域
医
療
に
も
大

き
な
安
心
を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

趣味

好きな郷土料理

オススメのスポット

モットー　

OFFの過ごし方目安箱ならぬ“松平箱”

〒907-1542 沖縄県八重山郡竹富町字西表694　https://yaeyamaweb.hosp.pref.okinawa.jp/information/shinryou/seibu/

波が来たら乗る
寝たら治る

成せばなる

寝る

沖縄そば
麺家にらい

ゲームをする

ゲーム

犬と遊ぶ

美ら海水族館

沖縄の魅力

海が奇麗

14



深
め
て
い

る
。
住
民
か

ら
は
時
折
、

旬
な
魚
や

果
物
な
ど

が
届
け
ら

れ
、仕
事
終

わ
り
に
趣

味
の
釣
り
に
出
か
け
る
と
船
も
出
し
て

く
れ
る
。
赴
任
当
初
は
残
業
す
る
こ
と

も
多
か
っ
た
が
、
患
者
背
景
の
把
握
や

知
識
の
蓄
積
に
よ
っ
て
急
患
発
生
率
が

低
下
し
、
定
時
退
勤
に
よ
っ
て
余
暇
も

増
え
た
。

「
離
島
は
完
璧
な
医
師
で
な
い
と
無
理

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
実
際
に

来
て
み
る
と
、必
要
だ
っ
た
の
は
完
璧

さ
よ
り
も
、『
学
び
続
け
る
力
』『
周
囲
の

人
に
頼
る
勇
気
』、そ
し
て『
目
の
前
の

一
人
を
大
事
に
す
る
』と
い
う
当
た
り

前
の
姿
勢
で
し
た
」

離
島
で
得
ら
れ
る
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー

ス
で
の
判
断
力
や
問
題
解
決
力
、
多
疾

患
併
存
を
ト
ー
タ
ル
で
診
る
力
は
都
市

部
で
も
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
だ
。
離
島

に
は
医
師
と
し
て
の
真
の
実
力
を
培
う

た
め
の
源
泉
が
あ
る
。
波
平
先
生
は
自

信
を
持
っ
て
言
う
。

「
離
島
経
験

は
、
ど
こ
に

行
っ
て
も
大

き
な
武
器
と

な
る
は
ず
で

す
」

台
風
で
停
電
と
な
っ
た
日

の
夜
、
診
療
所
に
痙
攣
患
者

が
運
ば
れ
て
き
た
。
発
電
機

を
点
け
よ
う
と
し
た
が
故
障

し
て
い
る
。
非
常
事
態
だ
。

そ
ん
な
と
き
、騒
ぎ
を
聞
き

つ
け
た
近
隣
住
民
た
ち
が
駆

け
付
け
、
発
電
機
を
修
理
。
電
気
は
復

旧
し
、
そ
の
後
無
事
患
者
さ
ん
の
症
状

も
改
善
し
た
。

「
再
び
灯
っ
た
医
療
機
器
の
明
か
り
は
、

島
に
根
付
く“
助
け
合
い
”の
精
神
そ
の

も
の
。
住
民
に
支
え
ら
れ
た
医
療
の
力

強
さ
を
実
感
し
ま
し
た
」

波
平
郁
実
先
生
は
、
専
攻
医
3
年
目

に
西
表
西
部
診
療
所
に
赴
任
。「
地
域

枠
」
出
身
で
あ
り
、
沖
縄
県
立
八
重
山

病
院
の
総
合
診
療
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
入
り
、「
離
島
で
一
人
医
師
の
状
況

だ
っ
た
ら
ど
う
診
る
の
か
」を
常
に
想

定
し
な
が
ら
島
医
者
に
な
る
力
量
を
磨

い
て
き
た
。

西
表
西
部
診
療
所
は
西
表
島
の
西

部
一
体
の
約
1
5
0
0
人（
観
光
期
は

2
0
0
人
増
）を
診
療
対
象
と
す
る
。
外

来
診
療
の
他
、フ
ェ
リ
ー
や
ヘ
リ
搬
送
、

海
上
・
山
岳
で
の
急
患
対
応
で
は
時
に

海
上
保
安
庁
と
も
連
携
し
た
救
助
も
行

う
。
さ
ら
に
、巡
回
診
療
、舟
浮
地
域
へ

の
定
期
診
察
、集
団
予
防
接
種
、訪
問
診

療
、島
内
8
教
育
機
関
の
健
診
、健
康
講

話
な
ど
業
務
は
多
岐
に
わ
た
る
。
加
え

て
、
住
民
が
診
療
所
で
気
持
ち
よ
く
過

ご
せ
る
よ
う
毎
朝
の
ト
イ
レ
掃
除
も
欠

か
さ
な
い
。

「
医
療
資
源
の
少
な
い
離
島
で
は
全
て

を
完
璧
に
は
こ
な
せ
ま
せ
ん
。
住
民
一

人
ひ
と
り
の
状
態
や
生
活
背
景
な
ど
を

踏
ま
え 

“
や
る
べ
き
優
先
順
位
を
し
っ

か
り
さ
せ
る
こ
と
”を
意
識
し
て
い
ま
す
」

医
療
の
質
の
担
保
に
は
島
全
体
を
ワ

ン
チ
ー
ム
と
す
る
多
職
種
連
携
も
不
可

欠
だ
。
波
平
先
生
は
常
日
頃
か
ら
、
多

職
種
や
行
政
と
電
話
、メ
ー
ル
、出
先
で

の
立
ち
話
な
ど
で
情
報
共
有
を
行
う“
ゆ

る
い
連
絡
網
”作
り
に
も
努
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、“
医
師
一
人
で
悩
ま
な
い
”こ

と
も
重
要
で
あ
り
、
八
重
山
病
院
と
は

電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
症
例
の
相
談
・

デ
ー
タ
共
有
・
振
り
返
り
を
頻
繁
に
行
っ

て
い
る
。

●

診
療
で
は「
見
逃
し
三
振

よ
り
、空
振
り
三
振
」を
信
条

と
し
、「
搬
送
の
見
極
め
で
は
、

た
と
え
オ
ー
バ
ー
ト
リ
ア
ー

ジ
判
断
だ
っ
た
と
し
て
も
自

分
が
恥
を
か
く
だ
け
で
い
い
。

“
患
者
第
一
”の
判
断
を
優
先

し
、何
事
に
も
フ
ル
ス
イ
ン
グ
を
心
掛

け
る
こ
と
が
患
者
さ
ん
の
命
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
る
」と
波
平
先
生
は
語
る
。

離
島
で
は
住
民
と
の
近
さ
か
ら
生
ま

れ
る
日
常
会
話
で
の“
天
然
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
”も
医
師
と
し
て
成
長
さ
せ

て
く
れ
る
。
波
平
先
生
は
地
域
の
青
年

会
に
入
り
、「
節し

ち祭
」と
い
っ
た
伝
統
行

事
に
参
加
す
る
な
ど
住
民
と
の
交
流
を

離島医療を支える
“助け合い”の精神

「見逃し三振より、
空振り三振」が信条

22

大学卒業後、琉球大学病院で初期研修（中
頭病院との「たすきがけプログラム」）。総
合診療医を目指すために、沖縄県立八重山
病院の総合診療専門医プログラム「南ぬ島」
に進む。専攻医3年目の2024年より、西表
島の西表西部診療所に所長として赴任。

島医者に必要なのは“完璧さ”ではなく
医師としての“当たり前の姿勢”

#

［出 身 地］ 沖縄県那覇市

［出身大学］ 琉球大学医学部 地域枠6期生
　　　　　 （2020年卒）

先生 波平 郁実

沖縄県立八重山病院附属
西表西部診療所 所長

I n t e r v i e w e eI n t e r v i e w e e

Ikumi Namihira

趣味
西表島の好きな郷土料理

モットー　

OFFの過ごし方

西表島の魅力を一言でいうと？

西表島の好きなお店

西表島のオススメスポット

ゴマフエダイがよく釣れます！

八重山病院附属西表西部診療所 〒907-1542 沖縄県八重山郡竹富町字西表694　https://yaeyamaweb.hosp.pref.okinawa.jp/information/shinryou/seibu/

Hospital
Data

Think Globally, Act Locally

釣り
ゆんたく酒場 八重山

祖納ビーチ
うなりざき公園（星空がきれい）

イノシシやヤシガニ料理

沖縄で一番自然が豊かな所です！
住民の方も皆優しいです。

釣り コーヒー焙煎
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「
沖
縄
が
好
き
で
、家
族
や
友

達
が
い
る
沖
縄
か
ら
離
れ
る

と
い
う
選
択
肢
が
な
い
。
地
域

枠
の
離
島
や
へ
き
地
医
療
へ

の
従
事
義
務
は
、僕
に
と
っ
て

も
の
す
ご
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で

魅
力
あ
る
制
度
で
し
た
」

琉
球
大
学
病
院
救
急
科
の

専
攻
医
で
あ
る
城
間
恵
介
先

生
は
、
地
域
枠
の
出
身
だ
。
初

期
研
修
は
、
医
師
と
し
て
の
幅
広
い
基
盤

づ
く
り
を
し
た
い
と
、
琉
球
大
学
病
院
の

“
た
す
き
が
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
”で
、県
立
南

部
医
療
セ
ン
タ
ー
・
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

で
も
研
修
を
し
た
。

救
急
の
道
に
進
ん
だ
の
は
、研
修
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
ど
の
科
も
楽
し
く
決
め
切

れ
な
か
っ
た
こ
と
も
理
由
だ
が
、最
も
心

を
動
か
し
た
の
は
救
急
科
の
梅
村
武
寛
教

授
の
マ
イ
ン
ド
に
惹
か
れ
た
こ
と
が
大
き

い
。
梅
村
教
授
は
城
間
先
生
に
い
つ
も
こ

ん
な
話
を
し
て
い
た
。

ー
ー
琉
球
大
学
の
救
急
を
絶
対
に
高
度

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
す
る
。
沖
縄
県
内

の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
支
え
る
沖
縄

県
の
最
後
の
砦
と
し
て
こ
こ
を
大
き
く

育
て
た
い
。

「
そ
の
船
に
僕
も
乗
り
た
い
と
思
っ
た

ん
で
す
」

2
0
2
5
年
1
月
に
新
築
移
転
し
た

琉
球
大
学
病
院
で
は
救
急
対
応
力
の
強

化
が
図
ら
れ
、県
内
4
つ
目
の
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
に
指
定
。
ハ
ー
ド
面
の
充
実
に

よ
り
救
急
受
入
れ
態
勢
も
拡
大
し
、救
急

科
病
棟（
20
床
）も
完
備
さ
れ
た
こ
と
で

入
院
管
理
も
可
能
と
な
る
な
ど
、
経
験

で
き
る
症
例
や
手
技
の
幅
も
広
が
っ
た
。

「
そ
れ
と
、こ
こ
は
海
が
近
く
て
眺
め

も
す
ご
く
良
い
。
1
歳
の
息
子
を
院
内

保
育
園
に
預
け
る
前
に
、
敷
地
内
を
一

緒
に
散
歩
し
な
が
ら
出
勤
で
き
る
こ
と

が
幸
せ
。
当
院
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

も
言
う
な
れ
ば
息
子
と
同
じ
歳
。
一
緒

に
成
長
し
て
い
く
過
程
を
目
に
す
る
楽

し
さ
と
、成
長
に
携
わ
る
大
き
な
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」

●

城
間
先
生
は
専
攻
医
1
年
目
か
ら
救

急
外
来
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
外
来
の
責
任

を
担
い
、救
急
ス
タ
ッ
フ
へ
の
指
示
、

他
科
へ
の
調
整
の
他
、
救
命
病
棟

の
入
院
患
者
管
理
や
研
修
医
、
医

学
生
へ
の
指
導
・
教
育
に
も
携
わ
っ

て
い
る
。

「
上
の
先
生
方
の
万
全
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
の
あ
る
安
心
の
環
境
下
だ
か

ら
で
き
る
こ
と
。
何
か
あ
れ
ば
一
緒

に
な
っ
て
考
え
、問
題
を
解
決
し
て

県外の救急医療も経験
若きリーダーとして活躍

マインドに惹かれ救急の道に
成長に携わるやりがいもある

33 沖縄を愛する「地域枠」医師として
沖縄の救急医療の発展を担う

#

Res idents Story
O K I NAWAO K I NAWA

大学卒業後、琉球大学病院で初期研修（県
立南部医療センター・こども医療センター
との「たすきがけプログラム」）。琉球大学
病院の救急科専門研修プログラムに進み、
琉球大学病院の他、聖路加国際病院（東京
都）の大規模ER型救命救急センターでも
経験を積む。専攻医3年目。

［出 身 地］ 沖縄県浦添市

［ 出身大学］琉球大学医学部
　　　　　  地域枠7期生（2021年卒）

先生 城間 恵介

琉球大学病院 救命救急センター
専攻医

I n t e r v i e w e eI n t e r v i e w e e

Keisuke Shiroma

趣味

ゴルフ

好きな郷土料理

沖縄そば いしぐふー

オススメのイベント

オリオンビアフェスト

モットー　

自己分析を繰り返す
他人と比べない

OFFの過ごし方

1歳の息子と妻と散歩や買い物
ゴルフ

く
だ
さ
る
。
現
場
で
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー

に
仕
事
が
で
き
る
の
も
上
の
先
生
方
の

お
か
げ
で
す
」

琉
球
大
学
病
院
は
連
携
施
設
が
多
く
、

近
隣
の
在
沖
縄
米
国
海
軍
病
院
と
の
連

携
も
県
外
に
は
な
い
特
徴
だ
。
城
間
先

生
は
沖
縄
県

−

ハ
ワ
イ
医
学
教
育
フ
ェ

ロ
ー
シ
ッ
プ
に
参
加
し
ハ
ワ
イ
大
学
医

学
部
で
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発

表
、
聖
路
加
国
際
病
院（
東
京
都
）で
も

4
か
月
間
、救
急
の
研
鑽
を
積
ん
だ
。

「
沖
縄
が
大
好
き
で
外
に
出
た
く
な
い

と
言
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
梅
村
教
授

に『
地
域
枠
医
師
と
し
て
沖
縄
を
愛
し

て
、沖
縄
の
医
療
を
良
く
し
た
い
の
だ
っ

た
ら
、外
に
出
る
べ
き
だ
』と
言
わ
れ
た

ん
で
す
」

重
篤
疾
患
を
中
心
に
対
応
す
る
大

学
病
院
の
救
急
と
は
異
な
り
、
聖
路
加

国
際
病
院
で
は
一
般
的
な
病
態
患
者
も

ひ
っ
き
り
な
し
に
訪
れ
る
た
め
、よ
り

シ
ビ
ア
で
迅
速
な
ト
リ
ア
ー
ジ
能
力
が

試
さ
れ
た
。
城
間
先
生
は
そ
こ
で
学
ぶ

研
修
医
や
専
攻
医
の
誰
よ
り
も
質
問
を

し
、知
識
や
ス
キ
ル
を
ど
ん
ど
ん
吸
収

し
て
い
っ
た
。
外
で
得
た
知
識
や

ス
キ
ル
を
還
元
す
る
こ
と
で
沖

縄
の
医
療
が
発
展
す
る
。
そ
れ
も

沖
縄
の
医
療
に
貢
献
す
る
地
域

枠
の
大
き
な
役
目
で
あ
る
。
未
来

の
沖
縄
県
の
救
急
医
療
の
発
展
・

進
化
の
た
め
に
、地
域
枠
出
身
の

城
間
先
生
が
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。

沖縄の魅力

人のあたたかさ。「なんくるな
いさー」という言葉がありま
すが、僕はこれを“お互いのミ
スを許し合おう”という優し
さの言葉だと思っています。

オススメのスポット

北谷のアメリカンビレッジ
亜熱帯サウナ
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く
だ
さ
る
。
現
場
で
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー

に
仕
事
が
で
き
る
の
も
上
の
先
生
方
の

お
か
げ
で
す
」

琉
球
大
学
病
院
は
連
携
施
設
が
多
く
、

近
隣
の
在
沖
縄
米
国
海
軍
病
院
と
の
連

携
も
県
外
に
は
な
い
特
徴
だ
。
城
間
先

生
は
沖
縄
県

−

ハ
ワ
イ
医
学
教
育
フ
ェ

ロ
ー
シ
ッ
プ
に
参
加
し
ハ
ワ
イ
大
学
医

学
部
で
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発

表
、
聖
路
加
国
際
病
院（
東
京
都
）で
も

4
か
月
間
、救
急
の
研
鑽
を
積
ん
だ
。

「
沖
縄
が
大
好
き
で
外
に
出
た
く
な
い

と
言
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
梅
村
教
授

に『
地
域
枠
医
師
と
し
て
沖
縄
を
愛
し

て
、沖
縄
の
医
療
を
良
く
し
た
い
の
だ
っ

た
ら
、外
に
出
る
べ
き
だ
』と
言
わ
れ
た

ん
で
す
」

重
篤
疾
患
を
中
心
に
対
応
す
る
大

学
病
院
の
救
急
と
は
異
な
り
、
聖
路
加

国
際
病
院
で
は
一
般
的
な
病
態
患
者
も

ひ
っ
き
り
な
し
に
訪
れ
る
た
め
、よ
り

シ
ビ
ア
で
迅
速
な
ト
リ
ア
ー
ジ
能
力
が

試
さ
れ
た
。
城
間
先
生
は
そ
こ
で
学
ぶ

研
修
医
や
専
攻
医
の
誰
よ
り
も
質
問
を

し
、知
識
や
ス
キ
ル
を
ど
ん
ど
ん
吸
収

し
て
い
っ
た
。
外
で
得
た
知
識
や

ス
キ
ル
を
還
元
す
る
こ
と
で
沖

縄
の
医
療
が
発
展
す
る
。
そ
れ
も

沖
縄
の
医
療
に
貢
献
す
る
地
域

枠
の
大
き
な
役
目
で
あ
る
。
未
来

の
沖
縄
県
の
救
急
医
療
の
発
展
・

進
化
の
た
め
に
、地
域
枠
出
身
の

城
間
先
生
が
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。

「Muru Uchina（ムルウチナー）」第14号をお届けしましたが、いかがでしたでしょうか。

沖縄県地域医療支援センターは医師の地域偏在解消を目的とする組織です。

この冊子で少しでも私たちの想いをお伝えすることができれば幸いです。

ご意見・ご感想などお待ちしております。

オール沖縄で医師のキャリアを考えるマガジン
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ムルウチナー バックナンバー

沖縄県地域医療支援センター
琉球大学病院

Okinawa Community Medicine Support Center
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沖縄県地域医療支援センター
琉球大学病院

Okinawa Community Medicine Support Center

〒901-2725 沖縄県宜野湾市字喜友名1076番地
TEL：098-894-1401
E-Mail：chi@w3.u-ryukyu.ac.jp

https://www.chi.med.u-ryukyu.ac.jp/
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